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公式キャラクター「ひっつー」

Concept

同志社大学が障がいのある学生の

キャリア・就職支援について、

どのような考えで、

どのような職員が、

どのような学生に、

どのように支援しているのか、

実例を入れて具体的に伝える。



同志社大学における
障がいのある学生の
キャリア・就職支援

理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



理念・方針、学生、体制

・キリスト教主義、自由主義、国際主義

→自分で考え行動する自治自立の精神

・学生の自主性を重視

→選考が通過せず、悩む学生も、、、

→個々の学生に寄り添った支援

寄り添い、考えを受容し、共感的に理解し、

個性を尊重し、可能性を引き出し、

つなぐ支援

教育理念

支援理念

支援方針

自分で考
え行動

個々に寄り
添う

可能性を
引き出す

一貫した理念と方針で学生を支援しています



理念・方針、学生、体制

障がい者手帳がある
（申請中含む）

障がい者手帳がない
（不明・未届含む）

計

身体 26人 13人 39人

精神・発達 36人 83人 119人

計 62人 96人 158人

同志社大学では約28000名の学部生・大学院生が学んでおり、年間延べ
約１２０００名がキャリアセンターの相談を利用しています。

年間キャリアセンターを利用する障がい学生は158名で、内訳は以下の通
り。障がい種別では身体障がい３９名、精神・発達障がい１１９名となります。

◆2023年3月現在

精神・発達障がいのある学生の利用が多いです



理念・方針、学生、体制

本学の支援体制

今出川 京田辺

所長

課長

専任
職員

5名

特定
業務
職員

2名

契約
職員

3名

アル
バイト

3名

契約
職員

1名

アル
バイト

5名

キャリアアドバイザー(外部から派遣) 両校地合わせて 5～12名

就職委員室

契約
職員

3名

アル
バイト

10～
12名

専任
職員

２名

派遣
職員

1名



支援理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



職員配置・育成

精神・発達障がいに関
する専門知を前提とし
た相談

学生の特性を理解し、寄り添い、就労に

つなぐことができる

共通の理解をもって学内外のチームで

仕事をすることができる

より質の高い支援の提供支援チーム形成

精神・発達障がいのあ
る学生を対象としたプ
ログラムの企画・運営

学内外の精神・発達障
がいの専門家との連携

精神・発達障がいのある学生の相談件数の増加

専門職員配置の経緯

職員育成の目的

経験知だけでなく専門知の必要な局面（以下）が増加

専門職員配置の経緯と職員育成の目的



職員配置・育成

上原 もも
・専任職員

・国家資格キャリアコンサルタント

・公認心理師

佐野 節子
・特定業務職員

・国家資格キャリアコンサルタント

/キャリアコンサルティング２級技能士

・公認心理師/精神保健福祉士

川上 恵
・契約職員

・国家資格キャリアコンサルタント

・公認心理師

中本 雅和
・専任職員

・国家資格キャリアコンサルタント

/キャリアコンサルティング２級技能士

・公認心理師

◆2023年3月現在

障がい学生支援 チームキャリアサポート！



職員配置・育成

中本 雅和佐野 節子 川上 恵上原 もも

障がい学生支援 チームキャリアサポート！



支援理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき

個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

就職先が
決まらず
卒業

学生の動きと支援の流れはこうなっています



支援内容

第3フェーズ

将来像を描き、自分が働いている姿をイメージする支援

第２フェーズ

学生へ自らの特性に気づきを促し、特性について前向きに
受け止める支援

第１フェーズ

自主的な行動を促し、選考対策をし、寄り添い、可能性を
引き出し、つなぐ支援

障がいに

向き合う

将来を

イメージする

適職に

つながる

３つのフェーズで障がい学生を支援します



支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき

個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

就職先が
決まらず
卒業

第１フェーズ：障がいに向き合う
学生へ自らの特性に気づきを促し、特性について前向きに受け止める支援

第２フェーズ：
将来をイメージする

イメージを描けるよう支援

第３フェーズ：適職につながる
自主的な行動を促し、選考対策をし、

寄り添い、可能性を引き出し、つなぐ支援

支援の３つのフェーズ



支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき
個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

就職先が
決まらず
卒業

学生へ自らの特性に気づきを促し、特性について前向きに受け止める支援

第１フェーズ：障がいに向き合う



支援内容

・個別相談
・アセスメントの実施

職業興味テスト（VRT）
職業適性検査（GAT-B）

・キャリア支援プログラムの開催

第１フェーズではこのように支援しています



支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき

個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

就職先が
決まらず
卒業

イメージを描けるよう支援

第２フェーズ：将来をイメージする



支援内容

・職場見学、仕事体験
・内定者の選考に関する体験記や、

就職活動に関するアンケートを公開
・仕事・職場・働き方の説明会

説明会のトリセツ
（参加のための事前資料）

第２フェーズではこのように支援しています



採用選考

支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき
個別相談・選考対策振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラ
ム等

第３フェーズ：適職につながる

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

就職先が
決まらず
卒業

自主的な行動を促し、選考対策をし、
寄り添い、可能性を引き出し、つなぐ支援



支援内容

各種ワークシート
（配慮項目・自己分析・面接対策 等）

・個別相談
・選考対策
・振返り・励まし・対策
・プログラムの開催

第３フェーズではこのように支援しています



参加へのハードルを下げる工夫
*障がいのある学生が参加に抵抗のないタイトル
*当日飛込の参加可、カメラオフでの参加可
*手帳未取得での参加可（イベントによっては必要な時もあり）

実施前に質問事項を募り参加者ニーズをとる
*事前質問は参加企業に共有し、必ず学生に回答する。
*外部機関や専門家に依頼する際も、本学仕様にカスタマイズする。
*事前打ち合わせに時間をかけ、学生のニーズを反映させる。
*職員がファシリテーターとして参加し学生に発言を促す

イベント実施後のフォロー
*事後アンケートで個別相談に誘導
*個別相談まで期間が空いてもフォローできるよう、参加状況を記録
*孤立しないよう継続して関りを持つ

支援内容

独自性にこだわっています



就職先が
決まらず
卒業

支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき
個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

学生の動きと支援の流れはこうなっています

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

来室促進・情報提供

情報共有・心理相談
医療機関へのリファー

プログラム協力

配慮・求人情報

OBOG体験記

プログラム協力

既卒支援



障
が
い
学
生

キャリア
センター

SDA室
※

カウン
セリング
センター

企業
京都
ジョブ
パーク

ハロー
ワーク

先輩

支援内容

※スチューデントダイバーシティ
・アクセシビリティ支援室

関係者が連携して支援する時代へ

障がい
学生

学部



支援内容

キャリア
センター

SDA室

カウン
セリング
センター

企業
京都
ジョブ
パーク

ハロー
ワーク

先輩

学内での連携

障がい
学生

学部



支援内容

スチューデントダイバーシティ・
アクセシビリティ支援室（SDA室）

カウンセリングセンター

・修学支援
（合理的配慮に関すること）

・SOGI（性的指向・性自認）に関す
る相談、啓発事業

・心理相談
・コンサルテーション
・アセスメント
・プログラムの実施

・利用学生の情報を共有※
→キャリアセンターに予約あった際
に担当者がすぐに対応可能

・キャリアセンター利用ガイド配布
→キャリアセンター利用のハードル
を下げる

・学生の紹介
・利用学生の相談内容共有※
→共有ファイルを作成し、リア

ルタイムでの共有が可能
・担当者での打合せの実施

部署

所管

キャリア
センターと
の連携項目

※学生の了承を得た上で共有

学内の各部署の役割と連携



支援内容

SDA室で配布しているチラシ（一部抜粋）

学内の各部署との連携



支援内容

キャリア
センター

SDA室

カウンセ
リングセ
ンター

企業
京都ジョ
ブパーク

ハロー
ワーク

先輩

企業との連携

障がい
学生

学部



支援内容

・学内企業説明会の開催 ・企業による面接体験会＆就活相談会の開催
・定期的な情報交換

・学生と企業とのマッチングの実施

・興味、関心
・社会人としての将来像
・強み、弱み
・得意分野
・必要な配慮 等

実施事例

・キャリアセミナーからの求人受付→マッチング→選考→就職決定
・企業説明会からの求人受付→マッチング→選考→就職決定
・企業説明会からの求人受付→マッチング→職場体験→選考→就職決定

・企業の概要
・配属部署や担当業務
・職場の雰囲気
・条件、待遇
・配慮の提供体制 等

学生 企業

言語化して
つなぐ

キャリアセンター

企業との連携



支援内容

キャリア
センター

SDA室

カウンセ
リングセ
ンター

企業
京都ジョ
ブパーク

ハロー
ワーク

先輩

学外支援機関との連携

障がい
学生

学部



支援内容

・ハローワーク、京都ジョブパークとの連携
求人やイベント情報の提供、卒業後も就職活動を継続する学生をつなぐ

➡ 卒業後に学生が孤立しないように卒業前から外部機関と連携し、卒業後も

学外機関から継続的に支援を受けられるようにする

・京都ジョブパークとの連携
障がいのある学生インターンシップ事業、採用直結型インターンシップ

・ACE（一般社団法人企業アクセシビリティ・コンソーシアム）との連携
オンラインキャリアセミナー＆企業別相談会

➡ アルバイトやサークル、ISの経験が少ない学生にとって貴重な機会

就職活動継続中の学生、既卒者支援の連携

プログラム連携

学外支援機関との連携



支援内容

キャリア
センター

SDA室

カウンセ
リングセ
ンター

企業
京都ジョ
ブパーク

ハロー
ワーク

先輩

先輩との連携

障がい
学生

学部



支援内容

・選考に関する体験記

・就職活動に関するアンケート

アンケート回答者全員「キャリアセン

ターの行事等に協力する」と回答！

卒業後はＯＢＯＧとして学内イベント

等に協力予定！

先輩との連携



就職先が
決まらず
卒業

支援内容

来室 気づき・自己理解

職場見学・仕事体験
体験記、プログラム等

気づき
個別相談・選考対策採用選考振返り・励まし・対策

個別相談・アセスメント・プログラム等

内定
先輩として
在学生をサポート

挫折
不調

来室促進・情報提供

情報共有・心理相談
医療機関へのリファー

配慮・求人情報

プログラム協力

プログラム協力

OBOG体験記

既卒支援

まとめ



公式キャラクター「ひっつー」

特に意識していること

支援内容



支援理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



学生の声

支援を受けてどう感じましたか

文系大学院生A （発達障がいのある学生）

・大学院１年次の12月に初来室
・2年次生の春は、一般求人に応募
・2年次生の夏ごろから、障がい枠求人に応募
・2件の内定を得て、12月に進路決定

（大手建設会社）

支援学生の声

支援学生にインタビュー



学生の声

支援を受けてどう感じましたか

支援学生の声

支援学生にインタビュー

文系学部生B （精神障がいのある学生）

・３年次の９月に初来室
・カウンセリングセンターと情報共有しながら支援
・一般求人に応募、１件内定を得るも不安を感じ辞退
・１１月に障がい枠で活動再開し内定、
進路決定（大手インターネット関連企業）



支援理念・方針、学生、体制

職員配置・育成

支援内容

支援学生の声

これから目指す支援

Ｃontents



これから目指す支援

他大学を巻き込み、複数大学合同で

の障がい学生のためのキャリア支援

プログラムや、合同企業説明会など

を開催し、障がい学生支援を充実さ

せたい。

改正障害者差別解消法や改正障害

者雇用促進法の施行を機に、これ

まで以上に、大学と企業で障がい

学生の可能性を引き出し、採用に

つなげる施策を実施する等、企業

への働きかけを強化したい。

時代とともに支援も変化を求められ

るため、PDCAを回し、時代のニーズ

に合った支援をより確実に、さらに

多くの学生に展開したい。

コロナ禍で学生同士の縦横のつなが

りが希薄になっている。つながる仕

組みを作り、学生同士で支援し合え

るようにしたい。

他大学との連携を強化 企業などへの働きかけを強化

より確実により多くの学生に展開 ピアサポートの力を活用

学内

学外

より充実した支援を目指していきます



これから目指す支援

他大学を巻き込み、複数大学合同で

の障がい学生のためのキャリア支援

プログラムや、合同企業説明会など

を開催し、障がい学生支援を充実さ

せたい。

改正障害者差別解消法や改正障害

者雇用促進法の施行を機に、これ

まで以上に、大学と企業で障がい

学生の可能性を引き出し、採用に

つなげる施策を実施する等、企業

への働きかけを強化したい。

時代とともに支援も変化を求められ

るため、PDCAを回し、時代のニーズ

に合った支援をより確実に、さらに

多くの学生に展開したい。

コロナ禍で学生同士の縦横のつなが

りが希薄になっている。つながる仕

組みを作り、学生同士で支援し合え

るようにしたい。

他大学との連携を強化 企業などへの働きかけを強化

より確実により多くの学生に展開 ピアサポートの力を活用

学内

学外

より充実した支援を目指していきます



これから目指す支援

長時間の勤務が困難な場合でも、法定雇用率の
算定に加算（0.5％）

2024年4月

改正障害者
差別解消法

改正障害者
雇用促進法

障がい者採用として、改めて業務を切り出さなくとも、

少しの配慮で十分に活躍できる学生もたくさん在籍現状

大学と企業の情報交換、ISや職場体験等のプログラム提供依頼、個
別企業説明会等を実施する等、企業への働きかけを強化する。施策

どんな配慮があればよいのか、聞いてみたい

一度対象学生と話してみたい企業の希望

企業などへの働きかけ

「合理的配慮」が全ての事業者に対して義務付け障がい学
生の就職
の後押し



これから目指す支援

同志社大学 企業

他大学 社会

自治体

同志社から全国の大学へ、そして社会全体へ



ご視聴、ありがとうございました
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